
内容
町職員の給与・職員数／
もりもり2万人まつり／献上柿101回
今月の表紙
賑々しく勇壮な舞児還し！
　11月1日から3日までの3日間、「森の
まつり」が開催されました。お舞の奉仕を
した舞児さんを自町内まで威勢良くご披
露しながら大切に送り届ける舞児還し。
お囃子や屋台を引く手にも力が入り
ます。（関連記事…6頁）
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町職員の給与・職員数などの概要

 区　　　分 決算額　　 比　率  
 特別職・議員等報酬 93,193千円 7.5％
 職 　 員 　 給 　 与 835,402千円 67.4％
 共済組合等負担金 199,582千円 16.1％
 退職手当組合負担金 101,283千円 8.2％
 災　害　補　償　費 10,448千円 0.8％
 人 　 件 　 費 　 計 1,239,908千円 100.0％

 区　分 職員数
 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

 26年度 164人 597,751千円 70,697千円 209,449千円 877,897千円

 区　分  平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢
  318,800円 348,733円 43.3歳 283,400円 293,553円 53.0歳

 区　分 自己都合 退職募集・定年
 勤続20年 21.62月分 27.025月分
 勤続25年 30.82月分 36.57月分
 勤続30年 38.18月分 44.85月分
 最高限度 52.44月分 52.44月分

※給与費は、平成26年度予算に計上された額です。　※職員手当には、退職手当組合負担金が含まれません。

    ※①給料：基本給　②給与：基本給＋諸手当

（2）退職手当
 区　分 期末手当 勤勉手当
 6月期 1.225月分 0.675月分
 12月期 1.375月分 0.675月分
 計 2.600月分 1.350月分

（1）期末・勤勉手当

※支給率は、国と同じです。

※支給率は、国と同じです。

給　　　　与　　　　費

一般行政職 技能労務職

扶養手当

住居手当

配偶者／13,000円、扶養／6,500円　
16歳～22歳／5,000円加算
借家／家賃に応じた額（最高  27,000円）
通勤距離２km以上の職員
　自動車など／通勤距離に応じ　3,800円～31,600円
　公共交通機関／６か月定期券金額
東京都特別区地域および静岡市に在勤する職員に支給

 区　分 給料（報酬）月額 期末手当支給月数
 町　長 624,600円
 副町長 576,000円
 教育長 514,000円
 議　長 290,000円
 副議長 227,000円
 委員長 213,000円
  議　員 203,000円

 議　　会 3 3  特別職を除く
 総務企画 32 32 
 税　　務 11 10 △1
 民　　生 11 11
 衛　　生 11 12 1
 農林水産 12 10 △2
 商　　工 4 4
 土　　木 14 14 
 小　　計 98 96 △2
 教　　育 54 51 △3 教育長を含む
 病　　院 174 182 8
 水　　道 5 5 
 下　　水 5 4 △1 
 そ の 他 13 13
 小　　計 197 204 7
  349 351  2

一般行政

特別行政

公営企業等

対前年
増減数部　門

区　分
平成25年　  平成26年

職員数
備　考

 6月期 1.90月分
 12月期 2.05月分
 計 3.95月分

 6月期 1.40月分
 12月期 1.55月分
 計 2.95月分

総　合　計

（3）その他の手当
 区　分 内　　　　　容

通勤手当

地域手当

 平成25年度の人件費は、12億3,990万8千円で、
歳出総額（73億6,319万3千円）に占める割合
は、16.8％です。人件費は、特別職・議員等に支
給される報酬などを含みます。
 職員給与の内訳は、給料、期末・勤勉手当、職
員手当で、１人当たりの平均年間支給額は、549
万6千円です。

❹ 職員手当の状況　（平成26年４月１日現在）

自己都合  区　分
（2）退職手当

期末手当 勤勉手当
手当

②給与：基本給＋諸手当

❹ 職員手当の状況　（平成26年４月１日現在）❹ 職員手当の状況　（平成26年４月１日現在）

❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成26年４月１日現在）

区 分 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢平均年齢 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢区 分

※給与費は、平成26年度予算に計上された額です。　※職員手当には、退職手当組合負担金が含まれません。

一般行政職 技能労務職

❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成26年４月１日現在）❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成26年４月１日現在）

❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）

数
期末・勤勉手当職員手当給料

給　　　　与　　　　費

1,239,908千円 100.0％ 万6千円です。

❷ 職員給与費の状況 （一般会計予算）❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）

❶ 人件費の状況　（一般会計決算）

決算額　　 比　率  
93,193千円 7.5％

平成25年度の人件費は
歳出総額（73億6,319

❶ 人件費の状況　（一般会計決算）❶ 人件費の状況　（一般会計決算）
❺ 特別職の報酬などの状況　（平成26年４月1日現在）

給料（報酬）月額 区　分 期末手当支給月数
町 長 624,600円 6月期 1 90月分

東京都特別区地域および静岡市に在勤する職員地域手当

❺ 特別職の報酬などの状況　（平成26年４月1日現在）❺ 特別職の報酬などの状況　（平成26年４月1日現在）

❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）

対前年
増減数部　門

区　分
平成25年 平成26年

職員数

203,000円員 

❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）

町職員の給与・職員数などに
ついてお知らせします

町職員の給与・職員数などに
ついてお知らせします

町職員の給与は、国家公務員に準じて町議会の議決を経て決められています。
町民のみなさんに理解をしていただくために、町職員の給与・職員数などの概要をお知らせます。
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町職員の給与・職員数などの概要

 区　　　分 決算額　　 比　率  
 特別職・議員等報酬 93,193千円 7.5％
 職 　 員 　 給 　 与 835,402千円 67.4％
 共済組合等負担金 199,582千円 16.1％
 退職手当組合負担金 101,283千円 8.2％
 災　害　補　償　費 10,448千円 0.8％
 人 　 件 　 費 　 計 1,239,908千円 100.0％

 区　分 職員数
 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

 26年度 164人 597,751千円 70,697千円 209,449千円 877,897千円

 区　分  平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢
  318,800円 348,733円 43.3歳 283,400円 293,553円 53.0歳

 区　分 自己都合 退職募集・定年
 勤続20年 21.62月分 27.025月分
 勤続25年 30.82月分 36.57月分
 勤続30年 38.18月分 44.85月分
 最高限度 52.44月分 52.44月分

※給与費は、平成26年度予算に計上された額です。　※職員手当には、退職手当組合負担金が含まれません。

    ※①給料：基本給　②給与：基本給＋諸手当

（2）退職手当
 区　分 期末手当 勤勉手当
 6月期 1.225月分 0.675月分
 12月期 1.375月分 0.675月分
 計 2.600月分 1.350月分

（1）期末・勤勉手当

※支給率は、国と同じです。

※支給率は、国と同じです。

給　　　　与　　　　費

一般行政職 技能労務職

扶養手当

住居手当

配偶者／13,000円、扶養／6,500円　
16歳～22歳／5,000円加算
借家／家賃に応じた額（最高  27,000円）
通勤距離２km以上の職員
　自動車など／通勤距離に応じ　3,800円～31,600円
　公共交通機関／６か月定期券金額
東京都特別区地域および静岡市に在勤する職員に支給

 区　分 給料（報酬）月額 期末手当支給月数
 町　長 624,600円
 副町長 576,000円
 教育長 514,000円
 議　長 290,000円
 副議長 227,000円
 委員長 213,000円
  議　員 203,000円

 議　　会 3 3  特別職を除く
 総務企画 32 32 
 税　　務 11 10 △1
 民　　生 11 11
 衛　　生 11 12 1
 農林水産 12 10 △2
 商　　工 4 4
 土　　木 14 14 
 小　　計 98 96 △2
 教　　育 54 51 △3 教育長を含む
 病　　院 174 182 8
 水　　道 5 5 
 下　　水 5 4 △1 
 そ の 他 13 13
 小　　計 197 204 7
  349 351  2

一般行政

特別行政

公営企業等

対前年
増減数部　門

区　分
平成25年　  平成26年

職員数
備　考

 6月期 1.90月分
 12月期 2.05月分
 計 3.95月分

 6月期 1.40月分
 12月期 1.55月分
 計 2.95月分

総　合　計

（3）その他の手当
 区　分 内　　　　　容

通勤手当

地域手当

 平成25年度の人件費は、12億3,990万8千円で、
歳出総額（73億6,319万3千円）に占める割合
は、16.8％です。人件費は、特別職・議員等に支
給される報酬などを含みます。
 職員給与の内訳は、給料、期末・勤勉手当、職
員手当で、１人当たりの平均年間支給額は、549
万6千円です。

❹ 職員手当の状況　（平成26年４月１日現在）

自己都合  区　分
（2）退職手当

期末手当 勤勉手当
手当

②給与：基本給＋諸手当

❹ 職員手当の状況　（平成26年４月１日現在）❹ 職員手当の状況　（平成26年４月１日現在）

❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成26年４月１日現在）

区 分 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢平均年齢 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢区 分

※給与費は、平成26年度予算に計上された額です。　※職員手当には、退職手当組合負担金が含まれません。

一般行政職 技能労務職

❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成26年４月１日現在）❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成26年４月１日現在）

❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）

数
期末・勤勉手当職員手当給料

給　　　　与　　　　費

1,239,908千円 100.0％ 万6千円です。

❷ 職員給与費の状況 （一般会計予算）❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）

❶ 人件費の状況　（一般会計決算）

決算額　　 比　率  
93,193千円 7.5％

平成25年度の人件費は
歳出総額（73億6,319

❶ 人件費の状況　（一般会計決算）❶ 人件費の状況　（一般会計決算）
❺ 特別職の報酬などの状況　（平成26年４月1日現在）

給料（報酬）月額 区　分 期末手当支給月数
町 長 624,600円 6月期 1 90月分

東京都特別区地域および静岡市に在勤する職員地域手当

❺ 特別職の報酬などの状況　（平成26年４月1日現在）❺ 特別職の報酬などの状況　（平成26年４月1日現在）

❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）

対前年
増減数部　門

区　分
平成25年 平成26年

職員数

203,000円員 

❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）

町職員の給与・職員数などに
ついてお知らせします

町職員の給与・職員数などに
ついてお知らせします

町職員の給与は、国家公務員に準じて町議会の議決を経て決められています。
町民のみなさんに理解をしていただくために、町職員の給与・職員数などの概要をお知らせます。
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11
月
17
日
、
森
町
エ
コ
グ
ル
ー
プ
の

鈴
木
よ
う
子
会
長
ら
３
人
が
社
会
福
祉

協
議
会
を
訪
れ
、
２
８
，
４
１
０
円
の

寄
付
金
を
「
町
の
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
、
瀧
下
事
務
局
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
11
月
16
日
に
行

わ
れ
た
「
も
り
も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆

農
協
祭
」
で
同
グ
ル
ー
プ
が
ブ
ー
ス
で

バ
ザ
ー
を
行
っ
た
売
上
金
で
す
。
同
グ

ル
ー
プ
は
、
約
１
５
０
人
の
会
員
を
持

ち
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
、
女
性

の
力
で
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し

活
動
し
て
お
り
、
産
業
祭
で
も
バ
ザ
ー

の
ほ
か
に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、
森
中
学
校
が
、
租
税
教

育
推
進
校
等
表
彰
を
受
賞
し
、
町
内
小

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
に
よ
る
「
税
に

関
す
る
作
品
」
が
展
示
中
の
文
化
会
館

ロ
ビ
ー
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
磐

田
税
務
署
加
藤
寛
治
署
長
は
森
中
学
校

の
松
井
徹
校
長
に
感
謝
を
述
べ
、
感
謝

状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。
森
中

学
校
で
は
、
平
成
20
年
以
降
、
毎
年
授

業
の
中
で
税
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
の
租
税
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、

ま
た
、
毎
年
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
が
主
催
し
て
い
る
「
税
に
関
す
る
作

品
」
へ
の
応
募
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
た
め
、
租
税
教
育
の
模
範
で
あ
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
好
町
で
あ
る
北
海
道
茅
部
郡
森
町

の
女
性
代
表
者
５
人
が
21
日
と
22
日
、

森
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
で

活
躍
す
る
人
づ
く
り
を
目
的
に
、
両
町

が
相
互
に
訪
問
を
繰
り
返
し
て
い
る
も

の
で
す
。
前
回
北
の
森
町
を
訪
問
し
た

当
町
女
性
ら
が
出
迎
え
、
町
の
歴
史
や

文
化
、
産
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

小
國
神
社
で
正
式
参
拝
を
し
た
り
、
ア

ク
テ
ィ
森
で
手
す
き
和
紙
体
験
を
し
、

町
内
柿
園
で
は
柿
の
収
穫
体
験
を
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
訪
れ
た
女
性
は

「
北
海
道
は
も
う
雪
が
降
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
暖
か
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
、
天
方
城
主
で
あ
っ
た
天

方
氏
の
子
孫
で
、
浜
松
市
中
区
に
あ
る

天
方
産
業（
株
）会
長
の
天
方
啓
二
さ
ん

が
11
月
25
日
、
役
場
を
訪
れ
、
村
松
町

長
に
町
の
観
光
整
備
に
と
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
と
し
て
１
０
０
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
天
方
会
長
は
「
森
町
は
良
い

と
こ
ろ
。
古
い
町
並
み
を
う
ま
く
利

用
し
て
、
魅
力
あ
る
町
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
、
村
松
町
長
は
「
い
つ

も
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
天
方
城
跡
ま
で

の
案
内
看
板
整
備
を
含
め
、
魅
力
あ
る

観
光
地
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
し
ま

し
た
。

小國神社で記念撮影

村松町長に寄付金を手渡す天方会長（右）

感謝状を受け取る松井校長（右）

事務局長（右）に寄付金を手渡す鈴木会長たち

租
税
教
育
推
進
校
等

表
彰
受
賞

エ
コ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
森
町
の
女
性
来
町

観
光
施
設
整
備
に
寄
付

　

下
宿
町
内
会

は
、
社
会
貢
献

広
報
事
業
に
よ

る
宝
く
じ
の
助

成
金
を
利
用
し
、

屋
台
の
大
太
鼓
、

幟
用
ア
ル
ミ
ポ

ー
ル
を
新
調
し

ま
し
た
。

　

今
回
購
入
し
た
備
品
は
早
速
、
11
月

１
日
か
ら
３
日
に
行
わ
れ
た
森
の
ま
つ

り
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
幟
の
ポ

ー
ル
が
ア
ル
ミ
製
に
変
り
、
幟
立
て
作

業
も
安
全
で
便
利
に
な
り
、
太
鼓
の
音

も
晴
れ
や
か
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
町

内
会
の
人
た
ち
待
望
の
新
調
に
祭
典
も

盛
り
上
が
り
、
地
域
の
一
体
感
が
よ
り

高
ま
り
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
台
湾
国
際
農
村
青
年
交

流
団
（
呉
建
和
団
長
（
オ
イ
ス
カ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
理
事
）
）
７
人
が
、
役
場
を
訪
れ
村

松
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
交
流

団
は
10
月
30
日
か
ら
11
月
12
日
ま
で
の

14
日
間
、
有
機
農
業
や
果
樹
栽
培
、
味

噌
や
酒
の
製
造
な
ど
の
視
察
研
修
の
た

め
日
本
を
訪
れ
、
そ
の
う
ち
11
月
８
日

か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
を
森
町
で
過

ご
し
、
農
業
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
森

町
で
は
、
堆
肥
作
り
や
育
苗
施
設
、
レ

タ
ス
や
柿
の
栽
培
に
つ
い
て
農
家
を
訪

れ
て
学
び
ま
し
た
。
村
松
町
長
は
「
視

察
さ
れ
た
こ
と
を
活
か
し
て
台
湾
で
の

農
業
が
ま
す
ま
す
振
興
す
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

「
遠
州
森
の
茶
」
の
仕
上
技
術
を
競

う
「
第
49
回
森
の
茶
仕
上
品
評
会
」
が

11
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
・
森
町
茶

業
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内

の
茶
商
か
ら
販
売
価
格
別
の
「
特
選
森

の
茶
」
「
森
の
誉
」
「
森
の
香
」
の
各

部
門
に
合
計
40
点
が
出
品
さ
れ
、
部
門

ご
と
に
外
観
・
香
気
・
水
色
・
滋
味
の

順
に
県
の
茶
業
関
係
者
ら
が
厳
正
に
審

査
し
ま
し
た
。
総
合
優
勝
に
は(

株)

お

さ
だ
製
茶
、
優
秀
賞
に
は
（
株
）
八
幡

屋
茶
舗
が
選
ば
れ
、
翌
日
12
日
に
は
、

上
位
入
賞
者
の
表
彰
式
と
出
品
茶
の
入

札
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
（
11
月
９

日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
）
に
合
わ
せ
、

森
小
学
校
と
宮
園
小
学
校
の
４
年
生
で

組
織
す
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
11
月
11

日
の
夜
、
地
域
の
夜
間
防
火
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
森
小
学
校
か
ら
18

人
、
宮
園
小
学
校
か
ら
11
人
が
参
加
。

町
消
防
団
の
消
防
車
両
に
乗
り
込
む
と
、

マ
イ
ク
を
使
い
「
空
気
が
乾
燥
し
て
い

ま
す
。
も
う
い
い
か
い
、
火
を
消
す
ま

で
は
ま
あ
だ
だ
よ
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
」
と
元
気
よ

く
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ

員
ら
は
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
毎
日

交
代
で
、
同
報
無
線
に
よ
り
火
災
予
防

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

の
ぼ
り

交流団の人たち

下宿町内会の大太鼓

厳正に審査する関係者

防火を呼びかける少年消防クラブ員

台
湾
国
際
農
村
青
年
団

宝
く
じ
助
成
事
業
で

屋
台
の
備
品
を
購
入

高
品
質
な
お
茶
の

仕
上
技
術
を
競
う

消
防
車
両
で

防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
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11
月
17
日
、
森
町
エ
コ
グ
ル
ー
プ
の

鈴
木
よ
う
子
会
長
ら
３
人
が
社
会
福
祉

協
議
会
を
訪
れ
、
２
８
，
４
１
０
円
の

寄
付
金
を
「
町
の
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
、
瀧
下
事
務
局
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
11
月
16
日
に
行

わ
れ
た
「
も
り
も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆

農
協
祭
」
で
同
グ
ル
ー
プ
が
ブ
ー
ス
で

バ
ザ
ー
を
行
っ
た
売
上
金
で
す
。
同
グ

ル
ー
プ
は
、
約
１
５
０
人
の
会
員
を
持

ち
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
、
女
性

の
力
で
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し

活
動
し
て
お
り
、
産
業
祭
で
も
バ
ザ
ー

の
ほ
か
に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、
森
中
学
校
が
、
租
税
教

育
推
進
校
等
表
彰
を
受
賞
し
、
町
内
小

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
に
よ
る
「
税
に

関
す
る
作
品
」
が
展
示
中
の
文
化
会
館

ロ
ビ
ー
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
磐

田
税
務
署
加
藤
寛
治
署
長
は
森
中
学
校

の
松
井
徹
校
長
に
感
謝
を
述
べ
、
感
謝

状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。
森
中

学
校
で
は
、
平
成
20
年
以
降
、
毎
年
授

業
の
中
で
税
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
の
租
税
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、

ま
た
、
毎
年
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
が
主
催
し
て
い
る
「
税
に
関
す
る
作

品
」
へ
の
応
募
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
た
め
、
租
税
教
育
の
模
範
で
あ
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
好
町
で
あ
る
北
海
道
茅
部
郡
森
町

の
女
性
代
表
者
５
人
が
21
日
と
22
日
、

森
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
で

活
躍
す
る
人
づ
く
り
を
目
的
に
、
両
町

が
相
互
に
訪
問
を
繰
り
返
し
て
い
る
も

の
で
す
。
前
回
北
の
森
町
を
訪
問
し
た

当
町
女
性
ら
が
出
迎
え
、
町
の
歴
史
や

文
化
、
産
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

小
國
神
社
で
正
式
参
拝
を
し
た
り
、
ア

ク
テ
ィ
森
で
手
す
き
和
紙
体
験
を
し
、

町
内
柿
園
で
は
柿
の
収
穫
体
験
を
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
訪
れ
た
女
性
は

「
北
海
道
は
も
う
雪
が
降
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
暖
か
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
、
天
方
城
主
で
あ
っ
た
天

方
氏
の
子
孫
で
、
浜
松
市
中
区
に
あ
る

天
方
産
業（
株
）会
長
の
天
方
啓
二
さ
ん

が
11
月
25
日
、
役
場
を
訪
れ
、
村
松
町

長
に
町
の
観
光
整
備
に
と
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
と
し
て
１
０
０
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
天
方
会
長
は
「
森
町
は
良
い

と
こ
ろ
。
古
い
町
並
み
を
う
ま
く
利

用
し
て
、
魅
力
あ
る
町
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
、
村
松
町
長
は
「
い
つ

も
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
天
方
城
跡
ま
で

の
案
内
看
板
整
備
を
含
め
、
魅
力
あ
る

観
光
地
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
し
ま

し
た
。

小國神社で記念撮影

村松町長に寄付金を手渡す天方会長（右）

感謝状を受け取る松井校長（右）

事務局長（右）に寄付金を手渡す鈴木会長たち

租
税
教
育
推
進
校
等

表
彰
受
賞

エ
コ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
森
町
の
女
性
来
町

観
光
施
設
整
備
に
寄
付
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遠
州
地
方
の
秋
祭
り
を
締
め
く
く

る
伝
統
の
「
森
の
ま
つ
り
」
が
11
月
1

日
か
ら
3
日
ま
で
の
3
日
間
行
わ
れ
ま

し
た
。
14
台
の
勇
壮
な
屋
台
の
引
き
回

し
や
、華
や
か
な
神
輿
お
渡
り
の
行
列
、

舞
児
還
し
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

森
地
区
町
内
は
、
祭
り
一
色
に
塗
り
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
3
日
目
の
夕
方
の
舞

児
還
し
で
は
、
若
衆
た
ち
の
気
合
い
も

一
段
と
入
り
、
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し

ま
し
た
。

会
場
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
森
町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー

ル
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に

1
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を

し
て
い
た
だ
く
２
人
に
、
町
長

か
ら
委
嘱
状
と
副
賞
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

〜
祭
り
の
熱
気
が
人
を
呼
ぶ
〜

町
並
み
と
蔵
展

町
並
み
と
蔵
展

第19回

第27回

も
り
も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆
農
協
祭

も
り
も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆
農
協
祭

〜
地
場
産
品
即
売
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況
〜

森
町
産
業
祭

新
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　ガ
ー
ル
の
皆
さ
ん

秋の祭り・イベ ントが大盛況秋の祭り・イベ ントが大盛況

祭り若衆

夜の練り

遠州

天野真奈未さん
（袋井市）

村松莉彩さん
（川久保）

お
願
い
し
ま
す

１
年
間
よ
ろ
し
く

森
の
ま
つ
り

森
の
ま
つ
り

柿の葉もちなどを買い求める人たち

石松最中の
実演販売

お馴染みの人力車

講演会の様子

開始宣言式
屋台の欄干に向かう舞児

〜
三
四
〇
〇
余
の
末
寺
を
持
つ
大
洞
院
〜

遠
州
森
町
発

餅投げの様子

会場の様子

激
し
い
動
き
の
虎
舞

県警音楽隊の演奏

バレエの披露常磐会の演奏
北海道森町の海の幸を販売

四
季
折
々
の
森
町
を
演
出
す
る
町
お
こ

し
イ
ベ
ン
ト
「
第
19
回
町
並
み
と
蔵
展
」

が
11
月
22
日
・
23
日
の
2
日
間
、
本
町
・

仲
横
町
・
新
町
の
通
り
を
中
心
に
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
大
洞
院
の
「
恕
仲
禅
師

と
秋
野
孝
道
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
紅

葉
な
ど
で
町
に
訪
れ
た
人
た
ち
を
、
町
並

み
の
住
民
た
ち
が
温
か
く
迎
え
入
れ
ま
し

た
。

じ
ょ
ち
ゅ
う
ぜ
ん
じ

あ
き
の
こ
う
ど
う

11
月
16
日
、
恒
例
の
「
も
り

も
り
2
万
人
ま
つ
り
＆
農
協
祭
」

が
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
1
3
7
の
出
展
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
、
早
朝
か
ら
柿
、
山

芋
な
ど
の
地
元
特
産
品
や
北
海

道
森
町
の
物
産
な
ど
を
買
い
求

め
る
人
た
ち
で
大
に
ぎ
わ
い
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
岩
手

県
大
鎚
町
の
人
た
ち
に
よ
る

「
虎
舞
」
が
披
露
さ
れ
た
り
、

町
民
ら
に
よ
る
踊
り
や
演
奏
な

ど
多
彩
な
芸
能
も
次
々
と
繰
り

出
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

と
ら
ま
い
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遠
州
地
方
の
秋
祭
り
を
締
め
く
く

る
伝
統
の
「
森
の
ま
つ
り
」
が
11
月
1

日
か
ら
3
日
ま
で
の
3
日
間
行
わ
れ
ま

し
た
。
14
台
の
勇
壮
な
屋
台
の
引
き
回

し
や
、華
や
か
な
神
輿
お
渡
り
の
行
列
、

舞
児
還
し
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

森
地
区
町
内
は
、
祭
り
一
色
に
塗
り
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
3
日
目
の
夕
方
の
舞

児
還
し
で
は
、
若
衆
た
ち
の
気
合
い
も

一
段
と
入
り
、
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し

ま
し
た
。

会
場
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
森
町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー

ル
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に

1
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を

し
て
い
た
だ
く
２
人
に
、
町
長

か
ら
委
嘱
状
と
副
賞
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

〜
祭
り
の
熱
気
が
人
を
呼
ぶ
〜

町
並
み
と
蔵
展

町
並
み
と
蔵
展

第19回

第27回

も
り
も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆
農
協
祭

も
り
も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆
農
協
祭

〜
地
場
産
品
即
売
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況
〜

森
町
産
業
祭

新
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　ガ
ー
ル
の
皆
さ
ん

秋の祭り・イベ ントが大盛況秋の祭り・イベ ントが大盛況

祭り若衆

夜の練り

遠州

天野真奈未さん
（袋井市）

村松莉彩さん
（川久保）

お
願
い
し
ま
す

１
年
間
よ
ろ
し
く

森
の
ま
つ
り

森
の
ま
つ
り

柿の葉もちなどを買い求める人たち

石松最中の
実演販売

お馴染みの人力車

講演会の様子

開始宣言式
屋台の欄干に向かう舞児

〜
三
四
〇
〇
余
の
末
寺
を
持
つ
大
洞
院
〜

遠
州
森
町
発

餅投げの様子

会場の様子

激
し
い
動
き
の
虎
舞

県警音楽隊の演奏

バレエの披露常磐会の演奏
北海道森町の海の幸を販売

四
季
折
々
の
森
町
を
演
出
す
る
町
お
こ

し
イ
ベ
ン
ト
「
第
19
回
町
並
み
と
蔵
展
」

が
11
月
22
日
・
23
日
の
2
日
間
、
本
町
・

仲
横
町
・
新
町
の
通
り
を
中
心
に
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
大
洞
院
の
「
恕
仲
禅
師

と
秋
野
孝
道
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
紅

葉
な
ど
で
町
に
訪
れ
た
人
た
ち
を
、
町
並

み
の
住
民
た
ち
が
温
か
く
迎
え
入
れ
ま
し

た
。

じ
ょ
ち
ゅ
う
ぜ
ん
じ

あ
き
の
こ
う
ど
う

11
月
16
日
、
恒
例
の
「
も
り

も
り
2
万
人
ま
つ
り
＆
農
協
祭
」

が
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
1
3
7
の
出
展
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
、
早
朝
か
ら
柿
、
山

芋
な
ど
の
地
元
特
産
品
や
北
海

道
森
町
の
物
産
な
ど
を
買
い
求

め
る
人
た
ち
で
大
に
ぎ
わ
い
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
岩
手

県
大
鎚
町
の
人
た
ち
に
よ
る

「
虎
舞
」
が
披
露
さ
れ
た
り
、

町
民
ら
に
よ
る
踊
り
や
演
奏
な

ど
多
彩
な
芸
能
も
次
々
と
繰
り

出
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

と
ら
ま
い
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

▲屋台の練りを再現する園児ら

中部航空音楽隊コンサート開催
文化会館開館20周年を記念して11月8日、大ホールで「20周

年を奏でる、平和の響き」と題して、「中部航空音楽隊コンサー
ト」が開催されました。演奏された曲目は、「森の贈り物」や「凱風
快晴（富士の山と茶摘をテーマに書かれた曲）」、「駿河路を行く
（ちゃっきり節、農兵節、旅姿三人男のメドレー）」や「アナと雪の
女王」など全9曲です。約800人の来場者たちは、美しく力強い
演奏を楽しみました。

森町建設事業協同組合がカーブミラー清掃
森町建設事業協同組合（岡野良隆会長）は11月14日、町内

のカーブミラー清掃を行いました。清掃には、同組合6社から組
合員18人が参加。県道や町道に設置されている283基のカーブ
ミラーの鏡や支柱を、洗剤やモップを使いきれいに磨き上げまし
た。同組合では、交通安全の向上を目的に、カーブの多い森町
の道路事情を考慮しながら、同活動を20年以上続けています。

育てた米でもちつき
一宮幼稚園では11月12日、一宮の水と環境を守る会（榊原

淑友会長）の協力を得て、もちつき大会を開催しました。今回
使ったもち米は、園児らが同会の協力で、6月に田植えをして10月
に収穫したものです。園児29人は蒸し上がったもち米のいいにお
いに目を輝かせ、会員とともに交代でもちつきを体験しました。つき
あがったもちは磯辺巻きやきなこ、あんこでおいしくいただきました。

▲演奏の様子

▲もちつきを体験する園児

▲カーブミラーを磨き上げる組合員

手作り屋台でお祭り気分
森幼稚園では11月13日と14日の2日間、毎年恒例のさざんか

祭りを行いました。園児らはこの日のために、リヤカーに大きな人形
を乗せて折り紙などで豪華に飾り付けた特製屋台を準備。はっ
ぴ姿で綱を引きながら「よいしょら」と元気にかけ声をかけ、園庭
や周辺道路を引き回しました。また、年長は迷路、年中はゲーム、
年少はお店やさんを手作りし、学年ごとに工夫を凝らしてお祭り
を盛り上げました。
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

▲文化展を楽しむ人たち

アクティ森でクラフトフェア
11月22日と23日の2日間、アクティ森では「森町クラフトフェア

2014」を開催しました。全国からクラフト作家が集まり、木工や金
属、ガラスや陶磁器、布などによるアクセサリーや食器、楽器などの
作品を展示して販売しました。アクティ森では初めての開催で、全
43のブースには作品を熱心に見たり、作家と会話するなど多くの
来場者でにぎわいました。また、両日共に先着200人にとろろ汁が
無料で振る舞われ、染まり始めた紅葉とともに味わっていました。

乳幼児家庭の防災教室開催
子育て支援センターでは11月20日、保健福祉センターで「子育

てセミナー」を開催し、親子20人が参加しました。地域防災の日を
前に、「乳幼児のいる家庭での防災について」をテーマに支援セ
ンター職員が講師となり行い、普段外出に使う「ママバッグ（おむ
つ、ミルク、タオルなど）」に防災必需品を増やして防災仕様にす
ることや、大災害で子どもが不安やストレスを抱えないように、安心
して過ごせる環境作りについて学びました。

下飯田で文化展開催
下飯田町内会は11月23日、公民館で文化展を開催し、町内会の

人たちの作品約80点を展示しました。同町内会には、美術や工芸、
生け花などの趣味を持つ人が多く、毎月公民館で編み物を楽しむ
女性グループから文化展の提案が出され、町内会主催で実現しまし
た。会場では、甘酒の無料接待も行われ、出品者やその友人、知人
らが作品を通して親睦を深めました。また、会場には募金箱が設置さ
れ、来場者の善意26,446円が社会福祉協議会へ寄付されました。

病院とクリニックでまつり開催
11月16日、公立森町病院は「第1回病院祭り〜地域・病院ふれあい

祭〜」を開催しました。地域医療は、地域の人たちとともに作り上げるも
のであり、健康づくりの場として気軽に病院へ足を運んでもらいたいと
いう考えから、救急車の展示や地域連携医療相談、食生活サポート展
示、AEDや心臓マッサージの体験などを行いました。家庭医療クリニッ
クでも同日「第1回クリニック祭り」を開催。バルーンアートや輪投げ、血
糖値測定や家庭医による健康相談、在宅医療相談などを行いました。

▲クラフトフェアの様子

▲話に聞き入る参加者

▲オープニングの中村病院長（左）と堀江クリニック所長
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原
木
に
感
謝
・
次
郎
柿
ワ
イ
ン
完
成
祈
願

原
木
に
感
謝
・
次
郎
柿
ワ
イ
ン
完
成
祈
願

お
い
し
い
柿
を
学
校
給
食
に

お
い
し
い
柿
を
学
校
給
食
に

▲治郎柿の収穫に感謝する関係者

▲比奈地教育長に柿を手渡す
　村松副会長

▲献上柿を採果する太田さん

▲献上柿を丁寧に箱詰めする町職員

▲採果する山本会長たち ▲給食で柿を食べる園田幼稚園児

１
０
１
回
目
の
献
上
柿

１
０
１
回
目
の
献
上
柿

１
０
１
回
目
の
献
上
柿

次
郎
柿
の
献
上
は
、明
治
41
年
の
第
1
回

に
始
ま
り
ほ
ぼ
毎
年
行
わ
れ
、
昨
年
は

1
0
0
回
目
の
献
上
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今

年
は
1
0
1
回
目
と
い
う
、今
後
2
0
0
回

の
献
上
に
向
け
て
の
第
一
歩
の
年
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
も
皇
室
献
上
用
次
郎
柿
の
採
果
と

箱
詰
め
作
業
が
11
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。太
田
忠
兵
さ
ん（
南
町
）の
柿
園
か
ら
採

果
し
た
柿
と
農
協
柿
部
会
か
ら
集
荷
さ
れ

た
柿
の
中
か
ら
厳
選
し
た
1
2
0
個
を
丁

寧
に
箱
に
詰
め
、翌
11
日
に
町
長
、町
議
会

議
長
ら
が
宮
内
庁
と
東
宮
御
所
に
献
上
し

ま
し
た
。

森
町
治
郎
柿
原
木
保
存
会
・
森
町
次
郎
柿

ワ
イ
ン
推
進
協
議
会
は
11
月
7
日
、「
治
郎
柿

原
木
収
穫
感
謝
祭
」と「
次
郎
柿
ワ
イ
ン
完
成

祈
願
祭
」を
原
木
の
前
で
行
い
、山
本
会
長
ら

が
採
果
し
、柿
を
神

前
に
奉
納
し
て
今
年

の
収
穫
に
感
謝
し
ま

し
た
。
続
い
て
「
次

郎
柿
ワ
イ
ン
」の
完

成
を
祈
願
し
、治
郎

柿
に
よ
る
地
域
振
興

に
向
け
て
の
結
束
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
森
町
柿
部
会
の
村
松
幸
範
副
会
長

は
11
月
19
日
、教
育
委
員
会
を
訪
れ
、比
奈
地
教
育
長

に
町
内
の
学
校
給
食
用
に
と
、治
郎
柿
2
4
0
個
を

提
供
し
ま
し
た
。村
松
副
会
長
は「
今
年
は
、台
風
や

害
虫
の
影
響
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、収
穫
量
は
多
く
、

味
の
良
い
柿
が
で
き
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
に
た
く

さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」と
話
し
、比
奈
地
教
育

長
は「
子
ど
も
た
ち
は
柿

が
大
好
き
で
、毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」と
感

謝
し
ま
し
た
。
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　同じ人が同じ月内に一医療機関に支払った自己負担額が、下表の限度額を超えた場合、

申請によりその超えた分が高額療養費として支給されます。限度額適用認定証（住民税非

課税世帯の人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」）を提示することにより、外来・入院

とも個人単位で一医療機関の窓口での支払いは限度額までとなります。

　平成27年１月の法改正では、所得区分を細分化することによって、それぞれの所得に応

じた負担になるように下表のとおり限度額が変更されます。

　また、高額介護合算制度の所得区分および限度額も、高額

療養費の改正に合わせて見直されます。詳しくは、保険証更

新時に配付しましたパンフレットをご覧ください。

　なお、70歳以上の人の所得区分および限度額は据え置かれ

ます。

役場住民生活課　国保年金係　☎0538-85-6313　

国民健康保険についてのお知らせ
平成27年１月から

70歳未満の人の所得区分と
自己負担限度額が変わります!!

■自己負担限度額（月額）

所得区分

上位所得者

改正前（平成26年12月まで）

※1　所得額とは、国民健康保険税の算定の基礎となる「基礎控除後の総所得金額等」のことです。
※2　過去12か月以内に、同一世帯での支給が４回以上あった場合、４回目以降は限度額が変わります。

改正後（平成27年1月から）

所得額(※1) 自己負担限度額(※2) 所得額(※1) 自己負担限度額(※2)

一般

住民税
非課税世帯

住民税
非課税世帯

住民税
非課税世帯

600万円超

600万円以下

150,000円＋
(医療費-500,000円)×1%

901万円超 252,600円＋
(医療費-842,000円)×1%

ア

新
区
分

600万円超
901万円以下

167,400円＋
(医療費-558,000円)×1%

イ

210万円超
600万円以下

80,100円＋
(医療費-267,000円)×1%

ウ

210万円以下
（住民税非課税
 世帯を除く）

57,600円エ

35,400円オ

80,100円＋
(医療費-267,000円)×1%

35,400円

A

B

C

問い合わせ先
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12広報もりまち　平成26年12月号

友だち紹介

     

人
を
幸
せ
に
す
る

            

　
笑
顔
で
い
た
い

伊藤拓摩さん（大鳥居）

友
達
紹
介
コ
ー
ナ
ー「
友
・
遊
・

Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
。
今
月
は
鈴
木
大
地
さ

ん
か
ら
、
伊
藤
拓
摩
さ
ん
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
自
己
紹
介

 

町
内
の
お
茶
屋
に
勤
め
て
い

ま
す
。
お
だ
て
ら
れ
る
と
調
子

に
乗
っ
て
し
ま
う
お
調
子
者
で
す

が
、
い
つ
も
周
り
の
人
に
幸
せ
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て

行
動
し
て
い
ま
す
。
好
き
な
言
葉

は
「
人
間
死
ぬ
気
で
や
れ
ば
何
で

も
で
き
る
」
で
す
。

☆
趣
味
は
？

　
体
を
動
か
す
こ
と
、
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
、
お
酒

を
飲
む
こ
と
で
す
。
夏
に
は
川

で
泳
い
だ
り
、
釣
り
や
投
網
で

鮎
を
捕
っ
た
り
し
ま
す
。

☆
夢
や
目
標
は
？

　
も
っ
と
世
の
た
め
、
人
の
た

め
に
な
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る

こ
と
で
す
。
お
客
様
へ
の
態
度

や
対
応
に
は
自
分
の
人
間
性
が

表
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る

の
で
、
仕
事
だ
け
で
な
く
普
段

の
生
活
か
ら
人
間
力
を
磨
き
、

自
然
と
あ
ふ
れ
る
明
る
い
笑
顔

で
最
高
の
お
も
て
な
し
を
し
た

い
で
す
。

☆
森
町
に
つ
い
て
の
思
い

　
川
で
泳
い
だ
り
鮎
を
捕
っ
た
り

と
い
っ
た
川
遊
び
が
、
こ
の
先

ず
っ
と
で
き
る
よ
う
な
自
然
豊

か
で
き
れ
い
な
町
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
ま
た
、
良
質
茶
産

地
で
お
茶
好
き
な
人
が
多
い
町

で
す
が
、
も
っ
と
若
い
人
た
ち

に
も
急
須
で
入
れ
た
お
い
し
い

お
茶
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
森

の
茶
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

●
次
回
は
、
寺
田
幸
司
さ
ん（
南
町
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

無
意
識
の
う
ち
に
虐
待
に

　
　な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

問
い
合
わ
せ
先

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　1
8
5
ー
6
3
4
1

 E
-m
ail:houkatsu@

tow
n.m
orim
achi.shizuoka.jp

 

高
齢
者
虐
待
の
多
く
は
虐
待
を
し
て
い
る
自

覚
が
な
く
、
ま
た
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

の
多
く
は
認
知
症
で
虐
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
で
き
な
い
か
、
そ
の
つ
ら
さ
を
訴
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
介
護
の
大
変
さ
か
ら
高
齢
者
に
強
く
あ
た
っ

て
し
ま
い
、
無
意
識
の
う
ち
に
虐
待
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ご
自
身
の
対
応
が
虐
待
に
な
っ
て

い
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
身
体
的
虐
待

 

急
が
せ
よ
う
と
無
理
矢
理
引
っ
ぱ
っ
た
り
、

し
つ
け
と
思
っ
て
た
た
い
た
り
、
薬
な
ど
を
無

理
矢
理
飲
ま
せ
た
り
、
高
齢
者
の
意
思
を
尊
重

せ
ず
、
介
護
者
の
意
見
を
強
要
し
て
い
る
場
合

は
虐
待
で
す
。

◆
心
理
的
虐
待

　
聞
こ
え
な
い
と
思
っ
て
言
っ
た
「
臭
い
、
汚

い
、役
立
た
ず
、ボ
ケ
老
人
」
な
ど
、
深
い
意
図

は
な
く
て
も
そ
ん
な
言
葉
が
出
る
よ
う
な
気
持

ち
が
あ
る
と
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
伝
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
『
言
葉
の
暴
力
』

は
、
身
体
的
虐
待
よ
り
深
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

ま
す
。

◆
介
護
放
棄

　
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
な
が
ら
の
介
護
は
重

労
働
で
、
疲
れ
て
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の

状
態
が
続
き
、
放
っ
て
お
く
こ
と
は
虐
待
で
す
。

◆
性
的
虐
待

　
高
齢
に
な
れ
ば
、
ミ
ス
や
う
ま
く
で
き
な

い
こ
と
も
増
え
て
き
ま
す
。
お
漏
ら
し
を
し

た
か
ら
と
言
っ
て
、
服
を
着
せ
な
い
こ
と
は

虐
待
で
す
。

◆
経
済
的
虐
待

　
年
金
や
給
付
金
な
ど
、
高
齢
者
の
お
金
は
、

た
と
え
介
護
者
で
あ
っ
て
も
勝
手
に
拝
借
し
た

り
、
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
さ
せ
な
か
っ
た
り
、
お
金
を
渡
さ
な
か
っ

た
り
す
る
の
は
、
高
齢
者
の
権
利
を
奪
う
行
為

で
す
。

　
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
経
済
的

に
き
つ
い
な
ど
、
介
護
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

が
つ
き
も
の
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
む
と
ス
ト

レ
ス
と
な
っ
て
虐
待
に
つ
な
が
り
や
す
い
の
も

事
実
で
す
。
話
せ

ば
楽
に
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
家

族
や
友
人
に
話
を

聞
い
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
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informed
consent

公立森町病院 285-2181

感
染
対
策
研
修
会

　
　
　︵
職
員
教
育
︶
開
催

身
体
に
関
す
る

豆
知
識
や

森
町
病
院
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
�

　
森
町
病
院
で
は
毎
年
、
全
職
員
を
対
象
に

感
染
対
策
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
回
多
く
の
職
員
が
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ

ク
会
議
室
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
集
合

し
、
熱
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
と
11
月
は
、
冬
の
感
染
症
で
あ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
対
策
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

 

ご
面
会
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
入
院
患
者
さ
ま
を
感
染
か
ら
守
る
た
め
体

調
不
良
（
発
熱
・
せ
き
・
た
ん
・
く
し
ゃ

み
・
鼻
水
・
関
節
痛
・
腹
痛
・
お
う
吐
・
下

痢
な
ど
の
症
状
）
の
人
は
、
面
会
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

おう吐・下痢に対する処理方法の実演

感
染
予
防
の
基
本
は

　
　
　
　手
洗
い
で
す

正
し
い
手
洗
い
の
仕
方
を
紹
介
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　1
8
5
ー
1
3
4
0

　
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
ご
病
気

で
通
院
で
き
な
く
な
っ
た
人
を
対
象
に
、

医
師
が
ご
自
宅
に
う
か
が
っ
て
診
察
す
る

訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
外
来
に
通
っ
て
い

た
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
肺
炎
で
入
院
し
た

と
き
に
、
治
療
で
肺
炎
は
治
っ
て
も
、
体

力
が
低
下
し
て
、
退
院
後
に
は
病
院
や
診

療
所
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
は
、
入
院
中

か
ら
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
、
患

者
さ
ん
の
退
院
後
の
生
活
や
医
療
の
こ
と

を
相
談
し
ま
す
。
そ
し
て
、
退
院
後
す
ぐ

に
訪
問
診
療
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
訪
問
診
療
は
、
通
院
で
き
な
く
な
っ
た

患
者
さ
ん
の
診
察
だ
け
で
な
く
、
ご
自
宅

で
最
期
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
た
い
人
、

で
き
る
だ
け
入
院
を
避
け
た
い
人
な
ど
、

ご
希
望
に
沿
っ
た
診
療
が
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
訪
問
だ

け
で
な
く
、
訪
問
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
の

療
法
士
、
ヘ

ル
パ
ー
、
ケ

ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
も

協
力
し
て
、

患
者
さ
ん
と

ご
家
族
の
生

活
を
支
援
し

ま
す
。
訪
問

診
療
は
、
ご

本
人
や
ご
家

族
の
希
望
か

ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
家
庭

医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
職

員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

訪
問
診
療
に
つ
い
て

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

指
導
医
　
津
田 

修
治

病院自宅



　11月16日（日）に開催された「もりもり２万人まつり＆農協
祭」で、12月6日（土）に行われる、しずおか市町対抗駅伝壮行
会が行われました。
　壮行会では、小澤哲夫実行委員長から天野元文選手に強化選
手20人の指名証が、中村邦宏選手には代表旗が手渡されました。

　壮行会は杉田勉監督の「頑張ろう」三唱で締めくくり、今大
会、選手やスタッフが目標に掲げる表彰台に向けての決意を
新たにしました。

団
体
形

団体の部 個人の部（男性） 個人の部（女性）

個人形

形の部 組手の部

個人
組手

１０月19日（日）／アミューズ豊田メインアリーナ
森町空手道教室正剛本部道場

１１月１６日（日）／静岡市北部体育館
日本空手道尚武会森町支部

●第３部　優　勝  山本聖人・小林愛菜・
　　　　　　　　　  西尾　渚
●第４部　優　勝  藤江　空
●第10部　準優勝  藤江則子

●第３部　優　勝  小野田尚美
●第３部　優　勝  藤江　空
●第10部　第3位  青木雄一

●幼年男女の部
　第3位　藤田爽太
●中学生女子の部
　第3位　山下真緒

第15回

強化選手や監督、
コーチの皆さん

●幼年男女の部
　準優勝　藤田爽太
●小学生３、４年男子の部
　準優勝　藤田充人
●中学生女子の部
　優　勝　山下真緒

ふれあい体育祭グラウンドゴルフ大会第２３回

東海地区親睦空手道大会第３３回 静岡剛柔館空手道大会第４４回

囲碁交流戦
第２回

壮行会

１０月２０日（月）／
保健福祉センター会議室
　森町囲碁クラブは、掛川
市の桜木棋友会と各チー
ム12人による団体戦を行
い、28対18で桜木棋友
会が勝利しました。

バドミントン教室を開催

　スポーツ推進委員会（本夛利吉委員
長）主催のバドミントン教室が、11月7
日から26日までの水・金曜日の全６回
中央体育館で行われ、参加者30人が
爽やかな汗を流しました。

豊田合成杯
森町婦人

バレーボール大会

第４０回

１０月２６日（日）／
豊田合成体育館
優　勝　フレッシュ
準優勝　リバース
第3位　森ミックス

森町剣道スポーツ少年団
親睦剣道大会

第１０回

１１月９日（日）／中央体育館
優　勝　浅羽少年剣道教室（袋井市）
準優勝　森町剣道スポーツ少年団（森町）
第3位　山名剣翔館（袋井市）

１１月１４日（金）／町営グランド

優　勝  栄和会
準優勝  宮代楽寿会
第3位  本町寿会

優　勝  鈴木教平
準優勝  鈴木　孝
第3位  吉川三郎

優　勝  福尾誠子
準優勝  田中たず子
第3位  萩原てる子

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※取扱時間などは各販売所にお問合せくだ

さい。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

日
3/15

入場料（税込）：
　　　友の会 3,000円
　　　一　般 3,500円

ところ ： 森町文化会館 大ホール

清塚信也＆松本蘭
バレンタインコンサート

吉田兄弟 15周年記念コンサート
三味線だけの世界

チケット
好評

発売中！！

チケット好評発売中！！

チケット好評発売中！！
主催 ： 森町ミキホール文化振興会
共催 ： 創芸

ところ ： 森町文化会館 大ホール
土1/17 入場料（税込）： 

前売：友の会 3,300円／一般 3,600円
当日：友の会・一般 共通3,800円

全席指定

全席
指定

全席
指定

第20回 新春森町寄席
五代目圓楽一門会
ゲスト マギー司郎

開場 13:30
開演 14:00

開場 13:30
開演 14:00土2/14

日3/1 開場 16:00
開演 16:30

※未就学児の入場不可

※未就学児の入場不可

主催 ： 森町ミキホール文化振興会　　共催 ： オフセンター

ところ ： 森町文化会館 大ホール
入場料（税込）：   　　友の会 4,000円
　　　　　  　　　一　般 4,500円

※未就学児の入場不可

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会出演者：三遊亭円楽、三遊亭王楽、マギー司郎  他

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/
イケヤアピタ掛川店（☎0537-22-0666）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード：森町寄席 
439-304、清塚松本 244-844、吉田兄弟 244-842） ※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

各公演のチケット
のお求めは…

ところ ： 森町文化会館 大ホールところ ： 森町文化会館 大ホール

第19回
森町こどもの
舞台フェスタ

開場 12:30
開演 13:00

入場無料
全席自由
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月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所 ■問 児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所 ■問 子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

1

保健のしおり交付
（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
森のくまさん広場

役場仕事始め
心配ごと相談

（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769

3歳児健診
（13:15～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動児童館

（15:00～16:00）
■所 飯田小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255
人権相談・
行政相談

（13:00～15:00）
■所 町民生活センター
■問 役場住民生活課

☎85-6312

1歳児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

おはなしぶらんこ
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

作ってみよう
（14:30～15:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

森のくまさん広場

森のくまさん広場

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所 役場別館前
■問 役場住民生活課

☎85-6314

移動児童館
（14:30～16:00）
■所 天方小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所 三倉総合センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255

おはなしぶらんこ
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

結婚相談
（9:00～11:30）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769
森町成人式

（9:45～）
■所 文化会館
■問 森町教育委員会

社会教育課
☎85-1112

年金相談
（要予約）

（9:30～12:00）
■所 町民生活センター
■問 掛川年金事務所

☎0537-21-5521
BCG集団接種

（13:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

移動児童館
（14:30～16:00）
■所 三倉小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255

おはなしぶらんこ

移動児童館
（15:00～16:00）
■所 宮園小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

森のくまさん広場
赤ちゃん健康相談

（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

児童館まつり
「豆まき会」

（14:00～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769
ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

5

12

19

26

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

3

10

17

24

31

4

11

18

25

4

11

18

25

元旦 1

成人の日12

1月の納税など
（納期限2月2日）

■ 町県民税………第4期分
■ 国民健康保険税
　 ……………… 第7期分
■ 後期高齢者医療保険料
　 （普通徴収）……第6期分

もちもちづくしの2日間
●1月3日（土）、4日（日）
　11:00～
　もちつき大会など

※1月2日（金）、3日（土）は10:00～営業

もちもちづくしの2日間
●1月3日（土）、4日（日）
　11:00～
　もちつき大会など

※1月2日（金）、3日（土）は10:00～営業

アクティ森
イベント情報
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情報ステーションステーションステーションステーション information

県立浜松視覚特別支援学校では「見
えない見えにくい」ために、就職や進
学、仕事でお悩みの人に、専攻科への
入学相談を行っています。
入学すると3年間で、あん摩マッ
サージ指圧師および、はり師、きゅう
師になるための国家試験受験資格が
取得できます。
対象者　高校卒業資格（見込み）をお持
ちで矯正視力が0.3未満か、0.3以上で
あっても視野異常など高度の障害の
ある人、進行性の眼の疾患などで将来
視覚障害になる可能性のある人

願書配布　平成27年1月中旬
入学試験　平成27年3月上旬
※詳しくはお問い合わせください。
問　県立浜松視覚特別支援学校高等部
専攻科入学相談係
2053-436-1261
ホームページ http://www.edu.pref.
shizuoka. jp/hamamatsu-sb/
home.nsf

指定管理者を公募します

平成27年4月から次の町の施設の管
理運営を行う指定管理者を公募します。
◯天方宿泊施設（コテージアクティ）
◯吉川キャンプ場（カワセミの里）
◯デイサービスセンター（三倉・森・園田）
募集要項の配布　12月22日㈪～平成
27年1月21日㈬　役場総務課で配
布するほか、町のホームページから
もダウンロードできます。
申込期限　平成27年1月21日㈬まで
問　役場総務課行政係　285-6300

森町文化会館展示ギャラリー
利用申込み受付

森町文化会館では、平成27年度の
展示ギャラリー利用申込みを受け付
けます。
申込開始　平成27年1月14日㈬
　9:00から
※詳しくはお問い合わせください。
問　森町文化会館　285-1111

放送大学4月生
募集のお知らせ

放送大学では、平成27年度第1学期
（4月入学）の学生を募集しています。
放送大学はテレビなどの放送を利
用して授業を行う通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学べま
す。
資料を無料で差し上げています。お
気軽にご請求ください。放送大学ホー
ムページ（http://www.ouj.ac.jp）で
も受け付けています。
出願期間　平成27年3月20日㈮まで
問　放送大学浜松サテライトスペース
　2053-453-3303

小学校3年生～高校3年生のための
春休み海外派遣　参加者募集
春休み海外派遣7事業の参加者を募
集しています。
日	 程　平成27年3月25日㈬～4月5
日㈰のうち9～11日間 
派遣先　アメリカ、イギリスなど7カ国
内	 容　ホームステイ、ボランティア、
文化交流など
募集締切　2月2日㈪
※詳しくは説明会に参加するかお問
い合わせください。
○説明会（静岡会場）
と	 き　1月17日㈯　13:30～15:00
ところ　静岡勤労者総合会館（静岡労政
会館）第2研修室（静岡市葵区黒金町
5-1）

その他　予約不要、入場無料
問　㈶国際青少年研修協会
203-6417-9721
ホームページ http://www.kskk.
or.jp

リトミック参加者募集

子どもの発育を促す音楽リズム運
動などの定期的なレッスンの参加者
を募集しています。
と	 き　月2～3回（金曜日）①ベ
ビーリトミック赤ちゃんリズム体
操　11:00～11:50、②幼児リト
ミックと制作知育　9:50～10:50
ところ　森町文化会館リハーサル室

対	 象　①生後3ヶ月～1歳（ひとり
歩きが難しい）の子どもと保護者、
②1歳（ひとり歩きができる）～入
園前の子どもと保護者
その他　制作物などの費用が必要。体
験見学可。
問　ピヨピヨクラブ（高垣）
20537-26-0406

スポーツ吹矢始めませんか？
会員募集中！

スポーツ吹矢は老若男女(小学生以
上)誰でもできるスポーツです。興味
のある人は事前に電話連絡の上、会場
までおこしください。。
練習日　月5～6回程度(木・日曜日)
ところ　袋井市民体育館
問　（一社）日本スポーツ吹矢協会袋井
FUKY支部（細野）
　237-7868(18:00～20:00)

天浜線ヘルシーウォーク
「初詣の小國神社散策」開催
と	 き　平成27年1月12日（祝・月）
　（受付8:30～11:00）
集合場所　遠江一宮駅
コース　遠江一宮駅→小國神社→こと
まち横丁→町民の森→遠州森駅（全長
10.5km）
その他　参加費無料、事前申込不要
問　天竜浜名湖鉄道㈱営業課　
　2053-925-2276

遠江断酒会結成
5周年記念大会

と	 き　平成27年2月8日㈰
　12：30～15：30
ところ　森町文化会館大ホール
内	 容　記念講演「健康とアルコール
障害（その予防と治療）」講師：静岡
福祉大学副学長　山城厚生教授

その他　申込不要。どなたでも参加で
きます。　　　　　
問　遠江断酒会会長　山本幹雄
　2・585-2982
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役場などの年末年始の業務

ごみ収集業務からのお願い
休業期間中はごみ袋を出さないで
ください。猫やカラスが袋を破ってみ
んなの迷惑になります。

休日救急歯科診療当番医

（磐周歯科医師会員輪番による森町内分）
診療時間　9:00～12:00
※医師の都合などで変更となる場合
がありますので、確認は各歯科医院
へお願いします。

家屋を取り壊したら届け出を

固定資産税は、毎年1月1日現在に
固定資産（土地・家屋・償却資産）を
所有している人が納める税金です。
家屋の固定資産税は、取り壊しなど
で建物がなくなった場合、翌年度から
課税されなくなります。適正な課税の
ため、平成26年中に家屋の取り壊し
をした人は、役場税務課固定資産税係
に届け出をお願いします。
※住宅用の敷地として使用している
土地は、住宅用地に対する課税標準
の特例で、税額が低く抑えられてい
ますが、住宅用家屋を取り壊すと、
特例の適用が受けられなくなり、税
額が上がる場合があります。
問　役場税務課固定資産税係
　285-6309

製造事業所と農家・林家の皆さんへ
統計調査にご協力をお願いします
今後の施策に役立てるための国の
統計調査です。調査内容を統計以外の
目的に使用することはありませんの
で、調査へのご協力をお願いします。
○平成26年工業統計調査
12月31日現在で、従業者4人以上
の全ての製造事業所を対象に実施さ
れます。対象事業所には12月中旬か
ら調査員がお伺いします。
○2015年農林業センサス
平成27年2月1日現在で、農林業を
営む人を対象に実施されます。来年1
月中旬から調査員が伺います。
問　役場総務課広報統計係　
　285-6301

林業退職金共済（林退共）
からのお知らせ

林業の仕事をしていたことはありま
せんか？林退共制度の加入者で、退職
金をまだ受け取っていない人を探して
います。林退共へ加入していたか分か
らない人についてもお調べします。
また、被災された共済契約者および
被共済者の皆さんに対し、各種手続き
（共済手帳の紛失、退職金の請求など）
の必要が生じた場合は、できる限りの
範囲において速やかに対応しますの

で、最寄りの支部または本部へお問合
せ・ご相談ください。
問　独立行政法人勤労者退職金共済
機構林業退職金共済事業本部　
203-6731-2887
ホームページ http://www.rintaikyo.
taisyokukin.go.jp/

数量限定！天浜線お年玉付き
1日フリー干支きっぷ発売中！
今年もお年玉付き『干支きっぷ』の
販売が始まりました。抽選で100人に
天浜線グッズなどが当たるお得な
きっぷです。地元天竜ひのきを利用し
た趣のあるきっぷですので、旅の記念
にもなります。
販売金額　1,700円（天浜線1日乗降自由）
有効期間　平成27年1月1日～平成27年
12月31日の間のうち1日

販売場所　役場企画財政課および天
浜線有人駅（完売次第終了）
※当選は平成27年2月1日に天浜線ＨＰ
などで発表。景品引換の期限は平成
27年6月30日です。

問　天竜浜名湖鉄道㈱営業課　
　2053-925-2276

県労働委員会のあっせんを
ご利用ください

静岡県労働委員会では、解雇や賃金
未払いなどの労使トラブルを解決す
るお手伝いとして、あっせんを実施し
ています。
あっせんでは、公益代表、労働者代
表、使用者代表からなるあっせん員
が、労使がお互いに合意できる点を探
りながら、話し合いによる円満な解決
を目指します。あっせんは、秘密厳守
で無料です。
お気軽にお問い合わせください。
問　静岡県労働委員会事務局調整審査課
　2054-221-2287

見えない人見えにくい人への
入学相談のお知らせ

機関名等 休業期間
役場一般事務 12月27日～1月4日

町民生活センター 12月28日～1月4日

文化会館・図書館 12月28日～1月5日

中央体育館 12月1日～閉館

町営グランド 12月28日～1月4日

社会福祉協議会 12月27日～1月4日

望月プラザ 12月29日～1月3日

児童館 12月28日～1月3日

ごみ収集業務 12月31日～1月4日

直接搬入ごみ
受入業務
（中遠クリーンセンター）

12月30日～1月4日

し尿浄化槽清掃業務
（森町衛生社）

12月27日～1月4日
※�年内に処理を希望する
人は12月15日㈪まで
にご連絡ください。

285-2700

中遠広域粗大ごみ
処理施設（受入業務） 12月27日～1月4日

水道受付業務 12月27日～1月4日

火葬業務 1月1日、友引の日

アクティ森 12月27日～1月1日

公立森町病院 12月27日～1月4日
※急患は随時受付

月  日 病院名
電話番号（住所）

1月4日㈰ 山本歯科医院
285-0648（森1719-18）
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　森町健康づくり食生活推進協議会では「私たちの健康は私
たちの手で」をキャッチフレーズに、食生活の改善と健康づく
りにつながる料理づくりに取り組んでいます。

鶏もも肉……… 4枚（約１kg）
ゆで卵…………………… 6個
小松菜…………………… 1把
煮汁
　ニンニク…………… 3かけ
　しょうが ………うす切り4枚
　赤唐辛子……………… 1個
　八角…………………… 1個
　酒…………………1/2カップ
　しょうゆ …………1/2カップ
　はちみつ……………大さじ5
サラダ油…………大さじ1ずつ
塩………………………… 少々

①鶏肉は6等分する。フライ
パンにサラダ油大さじ1を
入れて熱し、中火で鶏肉の
皮目から焼く。
②3分ほど焼いたら裏返し、
軽く焼く。
③厚手の鍋に鶏肉と煮汁の材
料を入れて強火にかける。
沸騰したら弱火にしてアク
を取り、落し蓋をして10分
ほど煮る。
④ゆで卵を加えて時々静かに
混ぜながら、20分ほど煮る。
⑤小松菜は4㎝の長さに切り、
フライパンにサラダ油大さ
じ1をひき、さっと炒め、
塩で味を整える。
⑥ゆで卵は半分に切って鶏肉
と一緒に盛り付け、小松菜
を添える。

①かまぼこは紅白それぞれを４
等分し、中央に切り込みを入
れる。
②クリームチーズは室温に出し
て柔らかく練る。青じそ・すだ
ちはそれぞれ半分に切る。
③赤いかまぼこにクリームチー
ズと青じそをはさむ。白いか
まぼこに辛子明太子とすだ
ちをはさむ。

材料（4～6人分） 作り方

　今月はおもてなしにぴったりの2品を紹介します。

　鶏の角煮は、定番・豚の角煮を鶏肉でアレンジしたもので、甘辛

い煮汁がしっかりとしみ込んだ柔らかい鶏肉が絶品です。また、もう

一品はクリームチーズや明太子をはさんで、いつものかまぼこがぐ

ーんとグレードアップ。どちらも華やかなオードブルとして、また重箱

に詰めておせち料理として召し上がってください。

●問い合わせ先　役場保健福祉課保健スタッフ　185-6330

かまぼこ ……… 紅白各1/2本
クリームチーズ ………大さじ4
辛子明太子
(ほぐしたもの) ………… 40ｇ
青じその葉……………… 2枚
すだちの輪切り ………… 2枚

材料（4人分） 作り方

かまぼこの2色サンド鶏の角煮
59キロカロリー　たんぱく質6.1ｇ　脂質2.3ｇ　食塩相当量1.3ｇ549キロカロリー　たんぱく質35.6ｇ　脂質33.0ｇ　食塩相当量3.1ｇ　※6人分の場合
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12月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,405（＋  2）
人口 男……  9,592（ー  6）
 女……  9,746（ー  4）
 計……19,338（－10）
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